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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年1月18日(2018.1.18)

【公表番号】特表2017-500600(P2017-500600A)
【公表日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2016-532575(P2016-532575)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/44     ３０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月13日(2017.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイバ被覆装置において、
　本体であって、
　　（ａ）ファイバ入口開口と、
　　（ｂ）テーパ壁を有する円錐状フェルールを形成する、第１の部分であって、前記円
錐状フェルールの断面が、２°≦α≦２５°の半角αで傾斜している内壁と、０．２５ｍ
ｍから２ｍｍの間の円錐高さＬ1とを有している、第１の部分と、
　　（ｃ）０．１≦ｄ2≦０．５ｍｍであるような内径ｄ2および０．０５≦Ｌ2≦１．２
５ｍｍであるような長さＬ2を有している、円筒状部分と、
　を備えている本体、
を有していることを特徴とするファイバ被覆装置。
【請求項２】
　（ｉ）前記ファイバ入口開口と前記テーパ壁を有する前記円錐状フェルールとの間に位
置する、凸状断面を有する壁を含むことなく、０．５ｍｍから５ｍｍの間の内径ｄ3と２
から６ｍｍの間の高さＬ3とを有する円筒状内壁を備えた、脚部分をさらに備えている、
または、（ｉｉ）高さ＜１ｍｍの凸状断面を有する壁を備えている、請求項１記載のファ
イバ被覆装置。
【請求項３】
　ファイバ被覆装置において、
　サイジングダイであって、
　　（ａ）ファイバ入口開口、
　　（ｂ）テーパ壁を有する円錐状フェルールを形成し、前記ファイバ入口開口に直接隣
接して位置している、第１の部分であって、前記円錐状フェルールの断面が、２°≦α≦
２５°の半角αで傾斜している内壁と、０．２５ｍｍから２ｍｍの間の円錐高さＬ1とを
有している、第１の部分、および、
　　（ｃ）０．１ｍｍ≦ｄ2≦０．５ｍｍおよび０．５ｄ2≦Ｌ2≦２．５ｄ2であるような
、実質的に一定の内径ｄ2および長さＬ2を有している、円筒状部分、
　を備えているサイジングダイ、
を有していることを特徴とするファイバ被覆装置。
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【請求項４】
　０．５ｍｍ≦Ｌ1≦２ｍｍおよび０．２ｍｍ≦ｄ2≦０．５ｍｍであり、円筒状内壁を有
する脚部分をさらに備え、前記脚部分が前記円筒状部分の下流に前記円筒状部分に隣接し
て位置しており、前記脚部分の前記円筒状内壁が、０．５ｍｍから５ｍｍの間の内径と２
から６ｍｍの間の長さＬ3とを有していることを特徴とする、請求項３記載のファイバ被
覆装置。
【請求項５】
　４°≦α≦２５°であることを特徴とする、請求項３記載のファイバ被覆装置。
【請求項６】
　Ｌ1≦ｄ2であることを特徴とする請求項４記載のファイバ被覆装置。
【請求項７】
　５°≦α≦２５°であることを特徴とする、請求項１から６いずれか１項記載のファイ
バ被覆装置。
【請求項８】
　８°≦α≦２５°であることを特徴とする、請求項１から６いずれか１項記載のファイ
バ被覆装置。
【請求項９】
　ファイバ被覆装置において、
　（Ｉ）ガイドダイと、
　（ＩＩ）前記ガイドダイに隣接して位置している第１のサイジングダイであって、
　　（ａ）ファイバ入口開口、
　　（ｂ）テーパ壁を有する円錐状フェルールを形成し、前記ファイバ入口開口の下方に
位置している、第１の部分であって、前記円錐状フェルールの断面が、２°≦α1≦２５
°の半角α1で傾斜している内壁と、０．２５ｍｍから２ｍｍの間の高さＬ1とを有してい
る、第１の部分、
　　（ｃ）０．１≦ｄ2≦０．５ｍｍおよび０．５ｄ2≦Ｌ2≦２．５ｄ2であるような、実
質的に一定の内径ｄ2および長さＬ2を有している、前記第１の部分に隣接して位置してい
る円筒状ランド部分、および、
　　（ｄ）ｄ2よりも大きい内径を有し、前記第１の部分の上方または前記円筒状ランド
部分の下方のいずれかに位置している、円筒状脚部分、
　を含む、第１のサイジングダイと、
　（ＩＩＩ）前記第１のサイジングダイに隣接して位置している、第２のサイジングダイ
と、
を備え、前記第１のサイジングダイの前記円筒状脚部分が、前記ファイバ入口開口の上方
に、前記第１のサイジングダイの前記第１の部分に隣接して位置付けられていることを特
徴とするファイバ被覆装置。
【請求項１０】
　前記第２のサイジングダイが、
　　（ａ）ファイバ入口開口、
　　（ｂ）テーパ壁を有する円錐状フェルールを形成し、前記ファイバ入口開口の下方に
位置している、第１の部分であって、前記円錐状フェルールの断面が、２°≦α2≦２５
°の半角α2で傾斜している内壁と、０．２５ｍｍから２ｍｍの間の高さＬ1とを有してい
る、第１の部分、
　　（ｃ）０．１ｍｍ≦ｄ2≦０．５ｍｍおよび０．５ｄ2≦Ｌ2≦２．５ｄ2であるような
、実質的に一定の内径ｄ2および長さＬ2を有している、前記第１の部分に隣接して位置し
ている円筒状ランド部分、および、
　　（ｄ）ｄ2よりも大きい内径を有し、前記円筒状ランド部分の下方に位置している、
円筒状脚部分、
を備えていることを特徴とする請求項９記載のファイバ被覆装置。
【請求項１１】
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　５°≦α1≦２５°であることを特徴とする、請求項９または１０記載のファイバ被覆
装置。
【請求項１２】
　８°≦α1≦２５°であることを特徴とする、請求項９または１０記載のファイバ被覆
装置。
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